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（午前１０時００分 開会） 
    ◎開会宣告 
○議長（荒木正光君） 皆さんおはようございます。ただいまから令和４年第５回新冠町

議会臨時会を開会いたします。 
 
    ◎開議宣告 
○議長（荒木正光君） 直ちに本日の会議を開きます。 
 
    ◎議事日程の報告 
○議長（荒木正光君） 議事日程を報告いたします。 

議事日程は、お手元に配付した印刷物のとおりであります。 
 
    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 
○議長（荒木正光君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、８番、酒井益幸議員、９番、須

崎栄子議員を指名いたします。 
 
    ◎日程第２ 会期の決定 
○議長（荒木正光君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本臨時会の会期は本日１日にいたしたいと思います。 
これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） 異議なしと認めます。 

よって、会期は本日１日とすることに決定いたしました。 
 
    ◎日程第３ 諸般の報告 
○議長（荒木正光君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

本臨時会の説明員として出席通知のありました者の職、氏名を御手元に配付しておきま

したのでご了承願います。 
これで諸般の報告を終わります。 

 
    ◎日程第４ 議案第４４号 
○議長（荒木正光君） 日程第４、議案第４４号、令和４年度新冠町一般会計補正予算を

議題といたします。 
提案理由の説明を求めます。 
佐藤総務課長。 
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○総務課長（佐藤正秀君） 議案第４４号、令和４年度新冠町一般会計補正予算について

提案理由を申し上げます。次ページをお開き願います。このたびは５回目の補正となりま

す。歳入歳出予算の補正第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８０５３

万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５７億８６１２万１千円にし

ようとするものです。 
初めに地方債の補正がございますので３ページをお開き願います。第２表、地方債補正、

１追加です。起債の目的、現年発生単独災害復旧事業債は、去る８月１５から１６日の大

雨災害に伴う災害復旧事業の公共土木分１４００万円、充当率１００％及び農業用施設分

３０万円、充当率６５％を借入れ事業を実施するもので、限度額１４３０万円。起債の方

法、利率、償還の方法は記載のとおりでございます。 
次に事項別明細書の歳出から説明いたしますので８ページをお開き願います。３款民生

費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費３７３８万３千円の追加は、国の電力ガス食料

等価格高騰緊急支援給付事業として、非課税世帯等に対して１世帯当たり５万円を支給す

るもので、２節給料７３万１千円及び３節職員手当等７万４千円、４節共済費１２万２千

円の増額は、会計年度任用職員１名、５か月分の人件費。１０節需用費７万８千円の増額

は、封筒等の購入費。１１節役務費３７万８千円の増額は、郵送料等の事務費を計上して

おります。１８節負担金補助及び交付金３６００万円の増額は、１世帯当たり５万円、７

２０世帯を見込み計上してございます。詳細は説明資料１ページのとおりです。９ページ

に移ります。４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費７０４万円の追加は、新型コロナ

ウイルス感染症予防接種事業で、オミクロン株対応ワクチン１２歳以上の３から５回目接

種分、従来ワクチン１２歳以上の１、２回目接種分、小児ワクチン５から１１歳の１から

３回目接種分、新規の乳幼児ワクチン６か月から４歳の１回目から３回目接種にかかるも

ので、１節報酬３５万４千円及び３節職員手当等２万９千円の増額は、会計年度任用職員

１名、月１０日勤務５か月分の人件費、１０節需用費５０万９千円の増額は封筒等の購入

費、１１節役務費６８万４千円の増額は郵送料等の事務費を計上しております。１２節委

託料４４２万９千円の増額、健康情報システム改修委託料１２５万３千円の増額は、副本

データ登録に関するシステム改修費。新型コロナウイルスワクチン接種委託料２８８万２

千円の増額は、延べ４２２０人の接種を見込み計上。除雪業務委託料２９万４千円の増額

は、接種会場となる保健センターの除雪費を計上。１３節使用料及び賃借料３７万５千円

の増額は、接種会場の保健センターに設置する複写機使用料を計上。１７節備品購入費６

６万円の増額は、役場庁舎ホールに設置するコールセンター用パーテーション３台を購入

するもの。詳細は説明資料２ページのとおりです。１０ページに移ります。１０款災害復

旧費、１項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生災害復旧費３５５７万４千円の追加は、

去る８月１５日から１６日の大雨災害に伴う復旧費を計上。１０節需用費６１０万５千円

の増額、修繕料８７万７千円の増額は、美宇牧野藤原線ノースヒルズ地先道路修繕ほか 1
件の河川修繕に係るもの。修繕料（道路）５９万８千円の増額は単独災害復旧事業で、太
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陽高橋阿部線早川地先ほか 1 件の道路修繕に係るもの。修繕料（河川）４６３万円の増額

は同じく単独災害復旧事業で、岩清水一号川小松地先ほか４件の河川改修修繕に係るもの。

１４節工事請負費２９４６万９千円の増額。現年発生災害復旧工事２０６５万８千円の増

額は、美宇小野寺の沢川ほか２件の河川工事に係るもの。現年発生災害復旧工事（道路）

６６７万７千円の増額は単独災害復旧事業で、泉神社大森線日高はなはなファーム地先ほ

か４件の道路工事に係るもの。現年発生災害復旧工事（河川）２１３万４千円の増額は同

じく単独災害復旧事業で、陽成二号川サンシャイン地先ほか１件の河川工事に係るもの。

詳細は説明資料 3 ページのとおりでございます。２項農林業施設災害復旧費、１目現年発

生災害復旧費５３万４千円の追加は１０節需用費で、去る８月１５日から１６日の大雨災

害に伴う単独災害復旧事業で、太陽地区明渠排水小田島地先明渠排水の修繕料を計上。詳

細は説明資料４ページのとおりです。 
続きまして歳入について説明いたしますので、６ページをお開き願います。１４款国庫

支出金、１項国庫負担金、２目衛生費国庫負担金２８８万２千円の追加は、新型コロナウ

イルスワクチン接種委託業務に係る負担金です。２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金

３７３８万３千円の追加は、電力ガス食料品等価格高騰緊急支援給付事業に係る給付金３

６００万円及び事務費１３８万３千円に対する補助金です。３目衛生費国庫補助金４１５

万８千円の追加は、新型コロナウイルスワクチン接種業務に係る事務費及び健康情報シス

テム改修に対する補助金です。１８款繰入金、１項基金繰入金、４目財政調整基金繰入金

２１８０万８千円の追加は、歳入歳出差引きで生じた財源不足について繰り入れるもので

す。７ページに移ります。２１款町債、１項町債、７目災害復旧債１４３０万円の追加は、

３ページ地方債の補正で説明したとおりでございます。 
以上が議案第４４号、令和４年度新冠町一般会計補正予算の提案理由です。御審議を賜

り提案のとおり御決定くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第４４号に対する質疑を行います。 
なお、質疑は歳出からとし、項ごとに一括して行いますので、発言は内容を取りまとめ

明瞭簡潔に補正項目の範疇で質疑を行うようお願いいたします。 
歳出の８ページをお開きください。３款民生費、１項社会福祉費。予算説明資料１ペー

ジ。ありませんか。 
伹野議員。 

○５番（伹野裕之君） ５番伹野です。説明資料の中にですね、家計急変世帯２世帯とあ

りますけども、この家計急変世帯とはどのような状況の世帯をいうのか説明を求めます。 
○議長（荒木正光君） 谷藤町民生活課長。 
○町民生活課長（谷藤聡君） 家計急変世帯とは、今回の、電力ガス食料品等の価格高騰

の影響を受けて、令和４年１月１日から１２月３１日の間に、例えば、職を失って所得が

減っただとか、そういった事情によって令和４年度の住民税非課税世帯と同程度の状況に
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なった世帯を言います。 
○議長（荒木正光君） 伹野議員。 
○５番（伹野裕之君） 今の説明では、今年の１２月末までという状況説明ですけども、

見込みでは２世帯となっておりますけども、１２月末までにまだ月日ありますけども、そ

の間に２世帯から３世帯４世帯と増加する可能性もあると思うんですけども、その場合の

対応はどのようになさるでしょうか。 
○議長（荒木正光君） 谷藤町民生活課長。 
○町民生活課長（谷藤聡君） この２世帯の積算につきましては、令和３年度から実施し

ております、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金、この事業について、対象世帯

が２世帯ということであったものですから、この世帯を算出根拠としております。もし仮

に増えた場合につきましても、住民税非課税世帯の中で、ここに７２０世帯ってあるんで

すけども、実際に、世帯全員が住民税が課税されている方の扶養親族等に扶養を受けてい

る場合については、対象外になってしまうものですから、その部分から支給をしたいとい

うふうに考えております。 
○議長（荒木正光君） 伹野議員。 
○５番（伹野裕之君） ということは、当初見込みの７２０世帯の中で全てが終わるよう

な見込みであるということですね。万が一この７２０世帯を超えた場合は、財源として町

の一般財源を使うのかどうか、その１点だけお願いいたします。 
○議長（荒木正光君） 谷藤町民生活課長。 
○町民生活課長（谷藤聡君） 当然１月３１日までの事業ですから、国の対象事業と、補

助金の給付金の対象事業となりますので、予算については財政課と協議して、予備費等の

措置も含めて検討して支給をして、国には全額かかった費用をもらいたいというふうに考

えております。 
○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので９ページ、４款衛生費、１項保健衛生費。予算

説明資料２ページ。ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので１０ページ、１０款災害復旧費、１項公共土木

施設災害復旧費。予算説明資料３ページ。ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので同じく１０ページ、２項農林業施設災害復旧費。

予算説明資料４ページ。ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので歳入に入ります。議案書戻りまして６ページを

お開きください。歳入の質疑はページごとに一括して行います。６ページ、１４款国庫支
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出金、１項国庫負担金。続いて同ページ、２項国庫補助金。同じく同ページ、１８款繰入

金、１項基金繰入金。ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので７ページに移ります。２１款町債、１項町債。

ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので歳入歳出の全般にわたって、質疑ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（荒木正光君） ないようですので、これにて質疑を終結いたします。 
これより議案第４４号に対する討論を行います。 
反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（荒木正光君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第４４号について採決を行います。 
お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、議案第４４号は、原案のとおり可決されました。 
 
   ◎閉議宣言 

○議長（荒木正光君） 以上をもって本臨時会に提案されました議案すべての審議を終了

いたしました。 
 

   ◎閉会宣言 
○議長（荒木正光君） これをもって令和４年第５回新冠町議会臨時会を閉会いたします。

ご苦労様でございました。 
 

（午前１０時１７分 閉会） 
 
 
 
 
 
 
 
 


